
◎単元構造図（全８時間）

武士が力をもつ過程の知識・理解を深める 室町文化を調べるための資料活用

第３時 第７時

武士社会への興味・関心をもつ
武士と貴族の生活を 室町のころには武士の政治が京都から離れた鎌倉で 武士の政治の崩壊がご恩と奉公の関係が

第１時 くらべよう どんな文化が成り立った理由を考える 保てなくなったためということを考える
生まれただろう

いもがゆの話 武士 第５時（本時） 第６時
・いつも訓練している ・書院造り

武士はどんなくらし ・農作業をしている 元寇がおこる ・金閣、銀閣
をしているのだろう ・服など質素 京都から遠い鎌倉に ・花の御所

貴族 幕府を開いたのは 鎌倉幕府の力はなぜ 武士の中から新しい
・戦いに備える ・遊びや占いをする なぜだろう 弱まっていったの 文化が生まれた
・地方での支配力大 ・豪華な家、服 だろう

自分の身は自分で守る武 ・敵を防ぐことができる 武士の中から新しい文化
第２時 士と、守ってもらう貴族 地形である ・元と日本の戦い方の が生まれて、今の生活に

・広い土地なので戦いの 違い…勝てない もつながっているんだな
年表でまとめよう 貴族とは正反対だな 訓練がしやすい ・ほうびを十分与えられ
・武士が力をつけて 武士は自分の生活を自分 ・源氏の地元である ない武士の不満
いった様子 でしっかり守っている ・ほうびである領地が ご恩と奉公の関係が崩れ

たくさんある 武士が幕府から離れる
貴族ではなく、武士が

武士が力をつけてきたん 第４時 中心の政治を行う 元寇に勝てなかったこと 第８時
だな で、幕府と武士の関係は
貴族とどう違うのだろう 源平合戦で平氏が滅んだ 頼朝は武士が中心の政治 弱くなっていったんだな

理由を知る をするために京都から遠く 雪舟と墨絵について
朝廷の力の届きにくい鎌倉 調べよう

平氏を倒した頼朝は に幕府を開いたんだな
どんな政治をめざし ・図書館の本やイン
たのだろう ターネットで、人物、

墨絵などテーマを決
・守護・地頭の設置 めて調べる
・征夷大将軍になる
・ご恩と奉公の仕組み

墨だけでうまく描いてい
武士の中では源氏が勝ち るなあ
残ったんだな 私も描いてみたいな
様々な仕組みを考えて支
配しやすくしたんだな

【課外】 よろい体験
よろいはとても重いなあ
こんなに重くては、馬で
戦わないと無理だなあ
武士はとても鍛えていた
んだなあ


